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タイトル 

脳卒中片麻痺者の随意的等尺性手指屈曲・伸展における近位上肢からの感覚フィードバックの影響 

Effect of sensory feedback from the proximal upper limb on voluntary isometric finger flexion and extension 

in hemiparetic stroke subjects←（クリックにて PubMed へ） 

Hoffmann G：J Neurophysiol. 2011 Nov;106(5):2546-56 

  

内容 

目 的 

●脳卒中片麻痺者の麻痺側上肢の随意的末梢筋活動における近位の感覚フィードバックの影響と近位筋活動に

おける随意的末梢筋活動の影響の可能性について調査 

 

対象・方法 

●脳卒中対象者（10 人）と神経学的既往のない健常者（10 人）に対して，それぞれ 2 種類の静的な上肢姿勢と

上肢への電気刺激（上腕二頭筋&三頭筋長頭）の 3 条件下で，手指 MP 関節の最大随意的等尺性屈曲・伸展を

実施 

  

●最大 MP トルク（MP 屈曲 orMP 伸展）と上肢におけるターゲット筋（浅指屈筋 or 総指伸筋）と非ターゲッ

ト筋をパラメータとして定量化 

  

 

  

  

  

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/21832028
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/21832028


結 果 

●Hoffmann らは脳卒中後の MP の伸張反射における過去の研究から，脳卒中者は上肢肢位や電気刺激，また

非ターゲット筋の活動を増加させることによって，随意的な MP トルクの産生調節を示すことを期待していた 

  

●姿勢 1（肘屈曲・肩 Neutral 位）は，姿勢 2（肘伸展・肩屈曲位）よりも脳卒中者の MP 屈曲において大きな

筋活動結果をもたらした 

  

●Fig1：脳卒中者と健常者における MP 屈曲・伸展の上肢肢位による影響 

 

  

●脳卒中者では，姿勢 1 で MP 屈曲時に非ターゲット上肢筋の屈曲活動に大きな影響を及ぼし，MP 伸展時に

は肘屈曲・伸展活動に大きな影響を与えた 

  

●Fig2：脳卒中者と健常者における MP 屈曲・伸展時の筋活動（9 つ）の上肢肢位による違い 

 

  

●脳卒中者は，健常者よりも MP 屈曲時における肘屈曲の筋活動と MP 伸展時における肘屈曲・伸展の筋活動

に大きな影響を示した 

  

●Fig3：MP 屈曲・伸展時におけるターゲット筋および非ターゲット筋間の脳卒中者と健常者での筋活動の違い 



 

出典（図いずれも）：Hoffmann G.2011 より一部修正・引用←クリックにて原著へ 

●電気刺激は脳卒中者と健常者のどちらにおいても MP 屈曲・伸展に影響を及ばさなかった 

  

結 語 

●静的な上肢肢位によっては，脳卒中後の麻痺側上肢における随意的な末梢の筋活動とそれに付随する筋活動

を調整することができる可能性を示唆 

  

明日への臨床アイデア・感想 

●脳卒中者における上肢肢位のみでなく，上肢中枢部と末梢部での筋活動動態がどのような関係性で成り立っ

ているのかを考えさせてくれる知見 

  

●姿勢の違いからみた場合，手指屈曲では Biceps&Triceps の筋活動を効率的に使用できずに末梢の Flexor 機

能も低下している．また，EDC（総指伸筋）での過活動も見受けられる．手指伸展においては EDC と triceps

の機能的な連結ではなく，上肢筋での Total な同時収縮での代償と感じた． 

  

●健常者と比較して，脳卒中者では手指屈曲時に FDS（浅指屈筋）の低下と EDC&腕撓骨筋の増加に有意差を

認め，手指伸展時には FDS&FCU（尺側手根屈筋）&Triceps&PM（大胸筋）の増加に有意差を認めた 

  

●この Study では姿勢 1・2 いずれにしても上肢の質量を除重した状態での末梢の筋活動動態をみている．そん

な状況下でも前腕筋群の過活動が認められ，末梢の筋活動を不安定にさせているのでは？と感じる 

  

●抗重力的な動作場面でのこの筋活動パターンは一層強化されることが考えられ，このパターンを回避するに

はどうするのか？？を健常者データと比較しながらリーズニングするのに有効な情報となるかもしれない． 

  

 

http://jn.physiology.org/content/jn/106/5/2546.full.pdf

